
り大村市政だよ 昭和41年7月10日

今月は市県民税、国民健康保険税

を納める月です。

納税通知書は15日に発送します。

もし着かなかったり 、わからない点

があるかたは課税課か出張所に申し

出てくださし、。忘れない ろちに納め

ておきましょ う。
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ぜ
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

一方、悲しい海の事故、子供の水死

事故、山の事故の目立って発生するの

もこの季節です。市民みなさんの十分

な注意で、今年も、楽しい、健康な夏

をすごしましょう。

写真=五家原岳仏辻附近

大交交交官官**合交交

海に山にと、自然に親しみやすい時

季になりました。市内でも、 9日に野

岳の山聞き、 11日、 12日には海水溶場

開きが行なわれます口自然環境に親し

むことで、心身の健康を増進し、自然

科学に対する興味がーそう増進される

ことでしょう D
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凶ち
E
き

滋

防

、
っ
す
め
た
液
一
一
リ
ッ
ト
ル
位

会
完
封
ぷ

.A麹
r

を
一
週
間
に
「
回
の
割
合
で

/

翁

主

室

等

虫

撒
布
一
る
の
が
よ
い
。

消防署庁舎完成近ずく

。
h

ッ

-

す

お

一

ま
て
。
一

い
れ
す
一

て
ら
ま
一

れ

作

き

一

わ

で

で

一

な

計

が

一

行

設

と

一

w
ま
え
H

で
な
こ
一

l

J

ι
リ

け

ゆ

一

は

え

の

害

ι
ふ
糾
一
は
え
は
、
人
や
家
畜
に
い

急

得

車

-

が
し
動
一
ろ
い
ろ
の
害
を
与
え
ま
す
が

業

動

自

一
と
く
に
恐
し
い
の
は
、
チ
ブ

作

出

の
一

一
昨
俳
同

一
ス
、
赤
痢
、
コ

γ
一フ
、
サ
ル
モ

の
は
ど
一
ネ
-
フ
症
な
ど
の
細
菌
性
消
化

会

舎

な

-

庁

庁

卓

-

器
病
、ア
メ
ー
バ
赤
痢
、
結
核

防

新

プ

-

消

の

シ

一

な
ど
の
ほ
か
小
児
マ
ヒ
の
ピ

こ
ポ
一

一

l
ル
ス
を
運
ぶ
こ
と
で
す
。

一

は

え

の

駆

除

一
①
発
生
源
対
策

-

は
え
の
発
生
源
に
は
主
な

一

も
の
と
し
て
ご
み
、
人
糞、

一

家
畜
糞
な
一ど
が
あ
り
ま
す
O

P
E
-
-

そ
こ
で
手
近
か
な
処
理
方
法

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

台
所
の
料
理
の
く
ず
、
食

事
の
残
り
物
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
(
廃
物
利
用
で
よ
い
)
な

ど
に
入
れ
て
口
を
輪
ご
む
で

し
め
ま
す
。
ご
み
箱
、
ご
み

捨
て
場
に
は
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ

ン
乳
剤
を
約
三
百
倍
に
う
ナ
，

め
て
十
分
撒
布
し
ま
す。

便
池
の
消
毒
は
、
便
池
一

平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
ダ
イ
ア

ジ
ノ
シ
乳
剤
の
三
百
倍
か
ら

四
百
倍
液
を
ニ
リ
ッ
ト
ル
位

オ
ル
ソ
剤
は
約
五
十
倍
位
に

た
い
ひ
は
、
密
閉
し
た
た

い
ひ
舎
に
つ
む
の
が
一
番
よ

い
の
で
す
が
、
つ
み
上
げ
た

も
の
の
上
に
、
ビ

ニ
ー
ル

で

覆
い
密
閉
す
る
の
も

一つ

の

一

方
法
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て

一

お
く
と
醗
酵
熱
の
た
め
、
ぅ

一

じ
の
発
生
が
防
止
さ
れ
ま
す
一

d

薬
剤
で
発
生
を
防
ぐ
に
は
ダ

一

イ
ア
ジ
ノ
ン
乳
剤
の
六
百
倍
一

か
ら
八
百
倍
に
う
す
め
た
も
一

の
を
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り

一

一一一i
四
リ
ッ
ト
ル
撒
布
し
ま
一

寸。

D
D
T
粉
剤
を
表
面
に

-

主
ん
べ
ん
な
ぐ
撒
布
す
る
の
一

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

一

②

成

虫

対

策

一

成
虫
に
な
っ
て
か
ら
の
駆
一

除
は
な
か
な
か
大
変
で
す
が

一

打
殺
方
法
、
取
紙
に
よ
る
方

一

仏
あ
り
、
薬
剤
に
よ
る
場
合

一

は
天
井
に
吹
き
つ
け
て
お
く

一

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
一

口口口
新着図書のお知らせ

口口口
(市立図書館)

系図綜覧 (名著刊行会)

経済事典 (中山伊知郎)

労{力法概論 (吾妻光俊〉

日本の考古学 (河出書房〉

戦争の文学 (東都書房)

日本の文化史 (筑摩書房)

大言海 (富山房う

書道実習教範 (大貫思水〉

白い巨塔 (山崎豊子〉

現代の絵画 (小学館)

基本定性分析 (培風館)

家庭心理学 (朝倉書活)

日本の歴史 (中央公論社)

νュパイツアー選集 (白水社〉

日本語の歴史 (平凡社)

日本の合戦 (人物往来社)

天領 (人物往来社)

長崎県史 (吉川弘文館)

浦上切支丹史 (浦川初三郎〉

小説太平洋戦争 (山岡荘八)

日本案内、分県地図 (小学館)

日本の会社 (光文社)

日本科学技術史大系 (第一法規)

特許出願法 (実業之日本社)

仏像 (望月信成〉

南極の全容 (東京タイムズ社)

多良山麓研究 (昭和堂)

やさしい経済学 (都留重人〉

日本の紋章 (伊藤幸作)

ポスターのデヂイン (大智浩〉

人間の心得 (亀井勝一郎〉

定性分析化学 (高木誠司)

スタデイ百科事典 (旺文社〉

織田信長 (山岡荘八)

カクシセリシ グの人間関係

(新開長英〉

四体千字文 L大晶堂)

秀吉の正体 (田村栄太郎)

三分間講話 (花岡大学)

山本五十六 (阿川弘之〉

われらの文学 (講談社)

物理問題解法事典 (三省堂〉

化学問題解法事典 (三省堂)

つ

② 
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お
し
ら
せ
コ
ー

ナ

l

1

1

交
通
止

大
村
駅
裏
下
水
路
改
修

工
事
の
た
め
、
車
輔
交
通

止
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間

8
月
白
日
ま
で

区
間

大
村
農
協
大
村
支

所
裏
国
鉄
踏
切
附
近
か

ら
農
業
共
済
組
合
方
面

へ
肌
メ
ー
ト
ル
。

福口
祉口
年口
金
所
得
届

口は
口早
口く

福
祉
年
金
の
所
得
状
況
届

は
お
す
み
で
す
か
。

福
祉
年

金
を
う
け
て
お
ら
れ
る
方
は

毎
年
六
月
中
に
所
得
の
状
況

届
を
し
な
い
と
九
月
期
よ
り

の
支
給
が
う
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
ま
だ
す
ん
で
い
な

い
方
は
い
そ
い
で
福
祉
年
金

口

口

口

証
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
保

戦
死
者
な
ど
の
実
態
調
査

口

口

口

険
年
金
課
ま
た
は
も
よ
り
の

出
張
所
で
届
出
を
す
ま
せ

て

戦

争
に
よ
る
戦
死
ま
た
は

く
だ
さ
い
。

戦

病

死

な

ら

び

に

戦

傷

死

者

の
、
三
親
等
以
内
の
遺
族
に

つ
い
て
の
実
情
調
査
を
七
月

二
十
五
日
ま
で
の
期
間
に
、

各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通
じ

て
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

も
し
調
査
に
も
れ
て
い
る
よ

う
な
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

世
話
人
ま
た
は
市
役
所
保
険

年
金
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

、ν

長口
崎口
県口
警
察
官

口の
口募
口集

マ
願
書
受
付

八
月
十
三
日
ま
で

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い

ま
せ
ん
が
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
必
要
と
し
ま
す
。

①
昭
和
十
六
年
四
月
二
日
か

農
業
委
員
選
挙
投
票
日

7月 15日

投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う

投
票
に
な
る
選
挙
区
に
は
、
投
票
所
入
場
券
を
発

送
し
ま
す
。

口口口
百日咳・ジフテリアの予防接種

口口口
百日咳 ・ジフテリアの予防接種

をつぎの とおり行ないますので、

もれなく接種してください。

じ>接種要領

初回のもの ー(3回接種)

初回の人は 3回接種しないと効果

があり ません。

①昭和41年 1月 1日から昭和41年

3月31日ま でに生れたもの。

②まだ免疫が完了していないもの

(3回接種して免疫が完了します)

追加のものーcl回接種)

初回免疫が完了してから1年""1年

6カ月経過したもの。

じ>料金はいりません。当日は母子

手帳を持参してください。

接種目程

(3) 

[区分 1
1一回目 1

3回目 |
市役所

7月18日 8月 8日I日月5日
福重出張所

諏訪公民館 7月19日 8月 9日 9月6日
萱瀬出張所

三浦診療所
7月20日 8月10日 9月7日

鈴田出張所

竹松出張所
7月21日 8月11日 9月8日

松原出張所

市立 病院 7月22日 8月12日 9月9日

ら
昭
和
二
十
三
年
四
月

一
日

(
昭
和
四
十
二
年
三
月
高
等

学
校
卒
業
見
込
の
者
は
昭
和

二
十
四
年
四
月
一
日
)
ま
で

に
生
れ
た
男
子

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
も

よ
り
の
派
出
所
、
駐
在
所
、

警
察
署
に
問
い
合
せ
て
く
だ

さ
い
。

口
口
口

赤
十
字
事
業
に
特
別
寄
付

口
口
口

市
内
竹
松
本
町
の
末
岡
滝

十
さ
ん
は
、
赤
十
字
運
動
事

業
資
金
と
し
て
金
十
万
円
を

特
別
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

口

口

口

無
縁
墓
地
の
改
葬

口

口

口

墓
地
の
所
在
地
福
岡
市
大

字
警
弥
郷
字
九
十
四
番
地

届

出

先

福

岡
市
警
弥
郷
原

-

墓
地
改
葬
組
合

届

出

期

限

七
月
二
半
七
日

口
口
口

忌
明
に
寄
付

口
口
口

市
内
抗
出
津
郷
の
朝
長
五

十
万
さ
ん
は
亡
母
ト
ラ
さ
ん

の
忌
明
に
、
消
防
職
員
厚
生

費
の

一
部
に
あ
て
て
く
だ
さ

い
。
と
金

一
封
を
お
く
ら
れ

ま
し
た
。
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大
雨
に
注
意
し
よ
う

私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
、
昭
和
三
十
二
年
、
三
十

七
年
の
大
水
害
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
も
大
雨
が
降
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
常
日

頃
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

事

前

準

備

①
地
形
を
よ
く
知
っ
て
お
く

水
か
さ
が
増
大
し
そ
れ
に
材

木
な
ど
が
流
れ
て
く
る
と
被

害
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

自
分
の
家
が
近
く
の
川
の
堤

防
の
高
さ
と
比
較
し
て
ど
れ

位
の
高
さ
に
あ
る
か
な
ど
、

自
衛
官
募
集

陸
士
、
海
士
、
空
士
の
募

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

資
格
は
十
八
才
以
上
、
二

十
五
才
未
満
の
男
子
で
、
中

住
居
地
附
近
の
地
形
と
、
大

水
に
よ
る
え
い
き
ょ
う
を
よ

く
知
っ
て
お
く
こ
と
。

②
避
難
場
所
や
道
路
を
よ
く

覚
え
て
お
く

!
土
地
の
低
い
と
こ
ろ
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
危
険
な
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
警
察
や

市
役
所
で
い
ざ
と
い
う
と
き

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

試
験
は
毎
月
第
一
、
第
三

金
曜
日
に
行
な
っ
て
い
ま
す

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
総
務
課
ま
た
は
大
村
部
隊

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ー
山
開
き
・
海
聞
き
!

九
日
野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場

十
一
日
玖
島
崎
海
水
浴
場

十
二
日
松
原
海
水
浴
場

な
お
、
松
原
海
水
浴
場
は
従

来
の
場
所
よ
り
百
メ
[
ト
ル

南
側
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

め γ あ床の因水との下近土③なの
る板る下でにが。流水く地水道避
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室教通占父(盆
居眠り運転をなくそう

暑さのためスタミナの

消耗がはげしく、また夜

が短かいうえに、寝ぐる

しいので、運転者にとっ

てグ寝不足.グになる悪い

条件が重なり、 「居眠り

運転」による交通事故が

多くなります。

交通事故のなかでも、

「酔っぱらい運転」につ

いでおそろしい「居眠り

運転Jを防ぐため、つぎ

のことを注意して車を安

全に運転しましょう。

こんな症状に御注意を

じ>頭が重い

bあくびがでる

[>肩がこる

[>冷汗がでる

b口がかわき、つばがで

ないこんな症状がでたら

用心して、できれば車の

運転はしないようにしま

しょう。


